























増強蛍光イメージングが行われた 1)。また，ピッチ 400 nm の Bull’s eye 構造プラズモニックチッ
プでは，細胞の 2 種類の膜タンパク質をそれぞれ異なる蛍光標識抗体（APC-EpCAM（Anti-human 
CD326(EpCAM)）と Alexa488-EGFR(Alexa Fluor®488 anti-human EGFR)）によって 2 波長で高感度
にイメージングを行う事ができた 2)。本研究では，先行研究を超える高感度多波長発光イメージ
ングを目指し， 2 次元ホール（細孔）アレイ構造のプラズモニックチップを用いた（図 1）。図
2 に 1 次元（ライン&スペース）構造と 2 次元ホールアレイ構造を示す。1 次元（ライン&スペー







製したレプリカに Rf スパッター法を用いて Ti，
Ag，Ti，SiO2 の順に成膜を行い，Ag 膜厚を
120±10 nm で成膜した。SiO2 は 29 nm，80 nm，107 nm の 3 種類を調製した。プラズモニックチ
ップと参照の為のカバーガラス表面をアミノ化し，コラーゲンでコーティングをした。観察には
正立落射蛍光顕微鏡を使用し，光源はハロゲンランプと水銀ランプ，対物レンズは 40x（NA:0.75），
検出には EMCCD カメラを用いた。明視野像には BF フィルターを，蛍光像には Cy5 フィルター
（励起波長:605-650 nm，蛍光波長:670-715 nm）と GFP フィルター（励起波長:460-480 nm，蛍
a)                b) 
図 2 プラズモニックチップのプラズモンモード 
a) 1次元構造       b) 2次元構造 

























きる SiO2層の膜厚は 80 nm が
良いことがわかった。 
  MDA-MB-231 細 胞 の
Alexa488-EGFR（図 3(b)）と APC-EpCAM（図 3(c)）の蛍光像の解析から，APC-EpCAM では𝐸𝐹=12±2
倍，Alexa488-EGFR では𝐸𝐹=13±2 倍の増強度を得ることができた。これは先行研究のピッチ 400 
nm の Bull’s eye 構造プラズモニックチップの 9±3 倍（APC-EpCAM），7±2 倍（Alexa488-EGFR）
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図 4 2次元構造での水界面の方位角（0～90°）を考慮した 
理論共鳴角スペクトル 
図 3 乳がん細胞の (a)BF像，(b)Alexa488-EGFR蛍光像， 
(c)APC-EpCAM蛍光像 
